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４－１ 二宮町の歳入と歳出

【【【【年齢別人口と町民税の現状年齢別人口と町民税の現状年齢別人口と町民税の現状年齢別人口と町民税の現状】】】】
平成平成平成平成27272727年年年年1111月月月月1111日現在日現在日現在日現在

人口：神奈川県年齢別人口統計調査（平成27年1月1日現在）
町民税額：町民税所得割額及び町民税均等割額の合計

・現在、町民税の80％を生産年齢（15～64歳）の町民が納税。
・今後、人口減少と少子高齢化に伴い、税収も減少していく。
・歳入のおよそ45％を占めている町税についても、減少していくことが見込まれる。

（１）歳入
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出典：日本の地域別将来推計人口 （H25.3推計 国立社会保障・人口研究所）

【【【【歳入の推移（平成歳入の推移（平成歳入の推移（平成歳入の推移（平成23232323----27272727年度）年度）年度）年度）】】】】

町税は微減傾向町税は微減傾向町税は微減傾向町税は微減傾向
町民税は町税の約町民税は町税の約町民税は町税の約町民税は町税の約50505050％％％％

【【【【人口推移（平成人口推移（平成人口推移（平成人口推移（平成22222222----52525252年）年）年）年）】】】】
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４－１ 二宮町の歳入と歳出

・平成23～26年度の歳出の推移をみると、70～80億円で推移している。
・このうち、公共施設の更新などに充てられる投資的経費※は、5～12億円で推移し、4年間
の平均は8.4億円である。
・今後も都市基盤の整備などにも財源を必要としており、投資的経費の増加を町債によって
賄えば、財政の健全性低下を招くことから、新たな事業の展開が困難な状況となりつつある。

※投資的経費 ：道路、橋りょう、公園、学校の建設等社
会資本の整備等に要する経費。

※義務的経費 ：地方公共団体の歳出のうち、任意に削
減できない極めて硬直性が強い経費。
職員の給与等の人件費、医療費補助
等の扶助費及び地方債の元利償還金
等の公債費からなる。

（２）歳出
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【【【【性質性質性質性質別歳出の推移（平成別歳出の推移（平成別歳出の推移（平成別歳出の推移（平成23232323----26262626年）年）年）年）】】】】

年度年度年度年度

投資的経費は、投資的経費は、投資的経費は、投資的経費は、5555～～～～12121212億円で推移。億円で推移。億円で推移。億円で推移。
投資的経費の４年間の平均は投資的経費の４年間の平均は投資的経費の４年間の平均は投資的経費の４年間の平均は8.48.48.48.4億円億円億円億円
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４－２ 公共施設の収支

【公共施設支出の施設種別構成（H27）】

・公共施設の収支は、支出が収入を大幅に上回っている（支出は収入の５倍）。
・支出の内訳の推移をみると、工事経費とその他経費の変動が大きく、その他は概ね一定である。
・平成27年度の施設種別ごとの支出をみると、教育施設（小中学校等）35％が最も大きく、次いで、
スポーツ施設14％、文化施設10％、庁舎9％と続いている。
・将来の歳入の減少や更新・改修費の増加を考慮すると、支出を抑制し、収入を増やす方策を検討
する必要がある。

【公共施設の収支の推移（H22-27）】
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４－３ 今後50ফ৑のಌৗ嵣੝ఊા৷

・多くの公共施設は、築30年以上が経過し老朽化が進んでいる。
・1981（昭和56）年以前に整備された施設は、新耐震基準に適合していない。耐震補強が実施
されていない施設は地震時の安全性が確保できていないため、早急に耐震化や建替えが必
要である。

（１）公共施設の૦設ফ৻

【【【【竣工年度別公共施設一覧竣工年度別公共施設一覧竣工年度別公共施設一覧竣工年度別公共施設一覧】】】】

新耐震基準
より前に竣工

築30年以上
経過

※民間施設に入居している二宮町町民ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾗｻﾞ、二宮町百合が丘子育てｻﾛﾝ、にのみや町民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、
休止中の袖が浦ﾌﾟｰﾙは除いた。

竣工年度 施設
延床面積
（㎡）

防災拠点 耐震補強

1888 二宮町ふるさとの家 159
1957 二宮町駅前町民会館 689 一時避難所
1960 二宮町立二宮中学校 7,428 広域避難所 実施済み
1963 第2分団詰所 66
1965 第4分団詰所 63
1966 二宮町立一色小学校 5,518 広域避難所 実施済み
1971 下町老人憩の家 182 一時避難所

百合が丘老人憩の家（旧館） 238 一時避難所
 二宮町立百合が丘保育園 456 一時避難所

二宮町立二宮小学校 7,223 広域避難所 実施済み
消防庁舎 1,213 災害対策本部 実施済み

1972 茶屋老人憩の家 180 一時避難所
1973 二宮町町民ｾﾝﾀｰ 2,363 一時避難所
1974 教育委員会事務所 400
1976 中里老人憩の家 187 一時避難所

 二宮町環境衛生センター桜美園 3,049
1977 上町児童館 168 一時避難所

二宮町立山西小学校 6,180 広域避難所 実施済み
1978 二宮町庁舎 3,207 災害対策本部

梅沢老人憩の家 217 一時避難所
1979 入川匂老人憩の家 141 一時避難所

二宮町武道館 644 一時避難所
1980 富士見が丘老人憩の家 206 一時避難所

中里西公会堂 104 一時避難所
二宮町立二宮西中学校 7,114 広域避難所 実施済み

1982 茶屋児童館 124 一時避難所
町営山西ﾌﾟー ﾙ 372

1983 第5分団詰所 57
1984 二宮町立体育館 2,141 広域避難所
1985 百合が丘老人憩の家（新館） 202 一時避難所

二宮町保健ｾﾝﾀｰ 976 一時避難所

竣工年度 施設
延床面積
（㎡）

防災拠点 耐震補強

1987 元町老人憩の家 226 一時避難所
1988 下町児童館 180 一時避難所

駅北口自転車駐車場 1,478
1989 二宮町民運動場 211
1990 越地児童館 184 一時避難所

せせらぎ公園管理棟 47
1993 富士見が丘児童館 210 一時避難所

二宮町民温水ﾌﾟー ﾙ 2,022
1994 駅南口自転車駐車場 604
1994 二宮町福祉ﾜｰｸｾﾝﾀｰ 518
1996  二宮町山西防災ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 306 一時避難所
1998 百合が丘児童館 312 一時避難所

 二宮町緑が丘防災ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 240 一時避難所
1999  二宮町富士見が丘防災ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 263 一時避難所
2000  二宮町生涯学習ｾﾝﾀｰﾗﾃﾞｨｱﾝ 5,285 一時避難所
2001 釜野児童館 225 一時避難所

 二宮町元町北防災ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 295 一時避難所
2002 二宮町ITふれあい館 255

果樹公園管理棟 100
2003  二宮町中里防災ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 277 一時避難所
2006 松根児童館 157 一時避難所
2008 第1分団詰所 71
2009  二宮町一色防災ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 281 一時避難所
2010  二宮町栄通り子育てｻﾛﾝ 123 一時避難所

二宮町学校給食ｾﾝﾀｰ 1,421
二宮町ふたみ記念館 222

2011 百合が丘公会堂 246 一時避難所
二宮町ごみ積替施設 488
吾妻山公園管理棟 53

2014 第3分団詰所 189
2015 ウッドチップセンター 1,488
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４－３ 今後50ফ৑のಌৗ嵣੝ఊા৷

【【【【今後今後今後今後50505050年間の更新・改修費用の試算年間の更新・改修費用の試算年間の更新・改修費用の試算年間の更新・改修費用の試算】】】】
※現状の施設を全て維持した場合

（２）今後50ফ৑のಌৗ嵣੝ఊા৷の૥઴
・今後、施設の耐震化や老朽化に伴う更新・大規模改修により、巨額の費用が必要となる。
・一度に巨額の投資を行うことは、町の財政状況から困難であり、統廃合・複合化による更新・
改修費用の圧縮、更新・改修時期の調整による平準化、民間資金の活用が必要である。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H
2

9

H
3

1

H
3

3

H
3

5

H
3

7

H
3

9

H
4

1

H
4

3

H
4

5

H
4

7

H
4

9

H
5

1

H
5

3

H
5

5

H
5

7

H
5

9

H
6

1

H
6

3

H
6

5

H
6

7

H
6

9

H
7

1

H
7

3

H
7

5

H
7

7

H
7

9

百
万
円

※1※1※1※1計算条件計算条件計算条件計算条件

・竣工後60年で更新、竣工後30
年で大規模改修するものとし
て平成29年～78年の50年間の
更新・改修費用を試算
・ただし新耐震基準に適合して
いない役場庁舎、町民セン
ター、駅前町民会館の更新を
優先する。

※2※2※2※2公共投資公共投資公共投資公共投資へへへへの投資見込額の投資見込額の投資見込額の投資見込額
・町の現状の財政状況を勘案し
最も厳しい財政見通しによる
試算結果
（「二宮町公共施設再配置に関
する基本方針」（H25.10）より）

H29H29H29H29年年年年
46464646億円億円億円億円

役場庁舎
町民センター
駅前町民会館 他

H40H40H40H40～～～～44444444年年年年
平均平均平均平均8.68.68.68.6億円億円億円億円////年年年年
二宮中学校
一色小学校
二宮小学校 他

H48H48H48H48年年年年
27272727億円億円億円億円

二宮中学校
一色小学校
二宮小学校 他

H51H51H51H51～～～～52525252年年年年
平均平均平均平均13131313億円億円億円億円////年年年年
山西小学校
二宮西中学校 他

H72H72H72H72年年年年
21212121億円億円億円億円
ラディアン

公共投資への
投資見込額合計※

50505050年間で約年間で約年間で約年間で約64646464億円億円億円億円
年間平均約年間平均約年間平均約年間平均約1.31.31.31.3億円億円億円億円

50505050年間の更新・改修費用総額年間の更新・改修費用総額年間の更新・改修費用総額年間の更新・改修費用総額 ２２２２５５５５５５５５億円億円億円億円 年平均年平均年平均年平均５．５．５．５．１１１１億円億円億円億円


